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令和７年３月期業績予想値と実績値の差異、減損損失の計上に関するお知らせ 

 

令和６年 11 月５日に公表した令和７年３月期（令和６年４月１日～令和７年３月 31 日）の業績予想

と本日公表の実績値において差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．令和７年３月期の連結業績予想数値と実績値の差異（令和６年４月１日～令和７年３月 31日） 

 売 上 高 
営 業 利 益 

又は営業損失（△） 

経 常 利 益 

又は経常損失（△） 

親会社株主に帰属す

る 当 期 純 利 益 

又は当期純損失（△） 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

又は当期純損失（△） 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

149,500 

百万円 

3,000 

百万円 

3,650 

百万円 

1,200 

円 銭 

62.95 

実績値（Ｂ） 154,223 4,406 5,149   2,185 114.67 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ＋4,723 ＋1,406 ＋1,499 ＋985  

増 減 率（ ％ ） ＋3.2 ＋46.9 ＋41.1 ＋82.2  

（ 参 考 ） 前 期 通 期 実 績 

（ 令 和 ６ 年 ３ 月 期 ） 
127,611 5,322 5,978 2,915 153.00 

 

２．差異が生じた理由 

連結売上高は、インバウンドの増加等による経済活動の回復等により、既存店売上高が計画を上回っ

たこと等により、前回発表予想を上回りました。 

営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、売上高の上昇により固定費

の占める割合が低下し、前回発表予想を上回りました。 

 

 

 



３．減損損失の計上について 

 令和７年３月期会計期間において、当社グループが運営している店舗などの固定資産等の将来の 

回収可能性を検討し、減損損失 854,445千円を計上いたしました。 

 

※上記の業績に与える影響については、本日公表の「令和７年３月期決算短信【日本基準】（連結）」に

反映しております。 

 

以上 


